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第 65 回京都大学 11 月祭全学実行委員会 

2023 年 12 月 19 日（火）  

 

 

【注意事項】  

注意 1   本会議のレジュメは、参加者に配布しております。 

注意 2   本会議のミーティングの URL やパスワード、レジュメや議事録のパスワード

(ある場合)を他者に共有する行為は行わないでください。  

注意３   発言を希望する際には挙手をしてください。議長が発言者を指名するので、指

名されてから発言してください。  

注意４   発言時には、企画名あるいは団体名と、氏名を述べるようにしてください。議

事録作成中は、発言者を企画名あるいは団体名、氏名で記録しますが、閉会後

に議事録が共有される際には、委員長および全学実行委員会内の組織、全学学

生自治会同学会内の組織を除いては、アルファベットなどで置換します。  

注意５   本会議の円滑な進行を妨害する行為が確認された場合、当該行為を行った者に

対して、委員長が退場を命じることがあります。  

注意６   本会議において、会議参加者に無断で録画・録音する行為は禁止されています。  

注意７   議決・承認は、対面参加者は拍手で行います。  

注意８   議決・承認後に離席者からの意見があれば、受け付けるものとしますが、その

扱いについては個別に判断します。 

 

【zoom 参加者】  

注意９   表示名は、「企画名_氏名」あるいは「団体名_氏名」としてください。  

注意 10   発言時以外は、マイクをミュートに設定してください。  

注意 11  議決・承認は、Zoom の「手を挙げる」機能を使用して行います。  

注意 12  議決・承認において、離席者が存在するために会議参加者の一部または全部か

らの応答が得られない場合には、応答がない者を除いて議決・承認を行います。

ただし、議決・承認後に、当該離席者からの意見があれば、受け付けるものと

しますが、その扱いについては、個別に判断します。  

 

 

注意 13  本会議は、本日 21:00 には、閉会します。  
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第 9 回 議事録  

 

開会時刻 18:45 

閉会時刻 19:11 

 

 

委員長：開会する。委員長の池田である。議事について何か意見あるか。 

 B ：飲酒の意向調査の結果報告はこの場ではしないのか。 

事務局：意向調査の結果については、現在集計中のため、この場では行わない予定である。 

委員長：他に何かあるか。無ければ議事の「「大学当局の介入に関する再要求」に対する当

局からの回答」に移る。 

事務局：レジュメの 2 番を参照。以下のような回答が大学当局から届いた(レジュメ読み上

げ)。 

委員長：この回答について何かあるか。 

 A ：当局としては現実的にある程度条件を付けた上で、こちらに譲歩したと思う。いき

なり来年全面解禁ということにはならないように気をつけている気がする。感想

として、形式論的なことでは、全学実が自由になっていない点について不満はある

が、現実論的には、コミュニケーションがとれている点では良かったのではないか

と思う。大学から開催指針のスケジュールを指定されていたり、事務局内で予定が

あったりするかを知りたい。 

事務局：開催指針案を全学実内で議論した後に、大学当局に提出することを想定している。 

 A ：全学実は頻繁に開催できるわけではないので、いつまでにということを考えておか

ないと手遅れになる可能性があるので、予め考えておいてほしいと思う。 

 B ：回答を受けて具体的にどうするのかが見えてこない。この回答を受けてなぜ今回全

学実を開いたのか意図をくみ取れない。具体的なスケジュールや、大学が開催指針

を受けてどうような時期に何を判断するのかが分からないと、全学実で何をする

のかを分からないことになる。そもそも論として、大学に判断を委ねてこちらが何

かをする祭ではない。建前の中では、来年度全学実を開いて、お酒について議論し

て、例年通りだと、どのように規制するのか、そもそもしないのかを 7 月までに決

めていく。例年の流れにこれはどのように影響していくのかを教えてほしい。 

事務局：少々待ってほしい。事務局としても、来年度の酒類の扱いについては、7 月の企画

質問会までに決めたい。開催指針案については、全学実で議論していく認識でいる。 

 B ：それは来年度の 5 月あたりに来年度の全学実で議論して、7 月までに決定して、そ

れでやっていくということか。それで間に合うということか。 

事務局：その認識で問題ない。 
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委員長：その他この議事について何かあるか。 

 B ：開催指針は、今年度のお酒の扱いを総括して、お酒に関する取り扱いを例年通り全

学実で議論して、ということか。どのような形で提出するのか。大学は何をするの

か。許可を求めているのか、こちらはこういうことをするということを宣言するの

か。建前としては当然後者である。 

事務局：あくまで対等な関係としての大学当局との交渉において、こちらの考えを正確に伝

える意味がある。 

 B ：内容は承知した。来年度の議論が始まる前に、大学側が何を判断して議論したいの

かを明らかにしてもらった方が、こちらもやりやすいのでそれを探ってほしい。 

委員長：その他この議事について何か意見等あるか。ないようであれば、この場で取り扱い

たい議事はあるか。 

 A ：今年度の全学実はこれで最後と考えて良いか。 

事務局：第 65 回 11 月祭全学実行委員会は、現時点では開催予定はない。 

 A ：意向調査について、傾向が分かると思うが、それを踏まえて来年度までにどこまで

なら緩められるかなどを、来年度のできるだけ早い時期に 11 月祭事務局の見解を

示した上で、もし事務局が良ければ、再び意向調査をしていただきたい。 

委員長：他にないようなので、今回の議事はここまでとなる。レジュメと議事録の公開範囲

について、何もなければパスワードなしで公開することになるが、何か意見等ある

か。ないようなので、パスワードなしで公開する。議事録の承認に移る。この議事

録で問題ない方は拍手を。(承認)。事務局は適切に議事録を公開してほしい。今回

の全学実は以上となる。 

 

 


